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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 9／27の回想法ですが、手触り・匂いを感じてもらうということで本物の食べ物を使おうと思っています。小山様が食べ物を見ると反応してしまうので、回想法中は小山様をDホールで見てCユニットに近づけないようにしましょう。

· 本日より3日間課内研修があります。各自日程調整し参加して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・　田端　玲子様～他者におやつを配る行為続いている為スタッフ介入し説明しています。Aユニットにつくスタッフはおやつを詰所で預かるようにしましょう。預かったおやつは冷蔵庫や棚の中に保管して下さい。

・　小山　正好様～最近おやつや食べ物に執着しはじめ、他者の食べ物を盗る行為があります。おやつ準備のときなどドアの鍵を閉めるなどして気をつけるようにして下さい。本日異食行為ありました。食事時間以外も行動に気をつけていきましょう。

＜皮膚科診察＞

· 上田　正男様～デキサメサゾン　1錠に減量となり、七日分処方となっています。引き続き皮膚の状態・掻痒感の有無観察していきましょう。

・　板垣　富蔵様～左第１指　アズクロ止めとなりデルモゾールG軟膏処方となっています。

・　最近軟膏塗布を拒否する患者様が増えてきています。スタッフを変えてみる・塗る時間を変えてみる・など対応を工夫していきましょう。

＜褥瘡評価・検討＞

・　永洞　恭子様～ここ3･4日で創部の悪化が見られています。処置変更はありませんが、今までよりも密に創部を観察し、アズクロ・ラップ保護を継続し、行っていきましょう。夜間トイレ覚醒時、浸出液がひどい場合はラップを換えましょう。

・　三浦　一男様～臀部を擦らないよう車椅子に座って頂き、創部の悪化を防ぐようにしましょう。引き続き、褥瘡観察していきましょう。

・　北山　和子様～左部の浸出液・悪臭はありません。臀部に発赤みられているのでオムツ交換時観察していきましょう。

· 中村松五郎様～現在褥瘡はありませんが、発生のリスクは高いので同一部位が長時間圧迫されないよう、日中・夜間体位変換に努めましょう。

＜田名部Drケースカンファレンス＞

・　森　エツ様～血糖値は食前が低いようです。血糖チェックは終了していますが、今日以降夜間の補食は二回0:00、4:00空腹時は食べさせても良いそうです。

・　上田　正男様～最近、昜怒的であり他者とトラブルになりかねない状況です。湿疹がでてかゆいせいか又は服薬中のデキサメサゾンの関係もあるのではないでしょうか？引き続き、トラブルのない様に注意して観察し、必要時介入していきましょう。

＜注目患者様＞

・　松田　信夫様～入浴拒否が続き入浴する回数が減っている状態です。以前は入浴しない日は着替えのみ行っていましたが、最近は着替えもしていないようです。促す度に様々な口実をつけ入浴しない状態です。今後も拒否が続くようであれば、清拭を促していきましょう。患者様の意向を考え、興奮させないような介入方法を検討していきましょう。

· 村井　八郎様～入浴拒否のため男性スタッフ複数で介入し入浴されています。昜怒的となり、粗暴行為に至ることも考えられるので、介入する際は気をつけて介入していきましょう。

＜血糖チェック・デキスターについて＞

・　指示による血糖チェックは現在はないですが、今後再度行う事もあります。看護だけではなく介護の方も使用方法は確認しておきましょう。又低血糖は森様だけではなく糖尿病で薬物療法を行っている患者様全てに起こる可能性がありますので、対処法を確認しておきましょう。

